
筆者らは、これまでコロナ禍において歌唱が制限されている「不自由感」、対面授業やオンラ
イン授業に対する学生のポジティブな印象評定が主観的な授業時間の長さイメージや没入感に及
ぼす影響に関する研究を行ってきた。また、附属山口小学校の協力を得た研究においては、Google
フォームを用いた授業の「振り返り」において音楽科における没入感を調査し、その結果から音楽
科における没入感の認識や領域・活動との関連を明らかにした。本研究では、筆者らが開発した音
楽科における小中学生版「深い学び」尺度を大学生向けに適用し、没入感尺度を加えて調査・分析
することで、合唱における「深い学び」と没入感の実態を明らかにすることを目的としている。

調査・分析の結果、因子間の相関係数はｒ＝0.6〜0.78と高い値を示し、因子間の相関係数が強
いことが示唆された。今年度の合唱の授業では、受講生のモチベーションを高めるよう工夫し、最
終回の授業で仕上げの合唱を終えた直後に本研究の調査を実施したことで調査結果に影響を与えた
ことが考えられる。合唱の授業に対する没入感を高めるには、授業が分かったと考えられるように
なること、楽しいと思えるようになることという２つの経路（パス）があることが示された。本研
究では、合唱の授業を対象としたが、大学の授業は専門性の高い科目によって占められているため、
本研究で得られた知見は他の授業科目にも応用できる可能性がある。
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はじめに
筆者らは、これまでコロナ禍において歌唱が制限され

ている「不自由感」、対面授業やオンライン授業に対す
る学生のポジティブな印象評定が主観的な授業時間の長
さイメージや没入感に及ぼす影響に関する研究を行って
きた。研究結果から、2020年度は、対面授業とZoomに
よるオンライン授業において没入感が授業時間の長さイ
メージを短く知覚させる影響がみられた。2021年度は、
対面授業では没入感が授業の長さイメージを短く知覚さ
せる効果が見られた一方で、積極性が高まることにより
授業時間を長く知覚させる影響が見られた。また、「授
業に対してポジティブな印象を持つと授業時間を短く感
じる傾向があること」「没入感とわかりやすさには相関
関係があること」が明らかになった。

附属山口小学校の協力を得た研究においては、Google

フォームを用いた授業の「振り返り」において音楽科に
おける没入感を調査し、その結果から音楽科における没
入感の認識や領域・活動との関連を明らかにした。相関
分析の結果、「没頭」が「技能」を始め、「理解」「友
だち（コミュニケーション）」と関連が見られることは
ある程度予測できた。また、音楽科の独自性として「感
動」が「技能の高まり」と関連が高い結果が導かれた。

本研究では、高橋・沖林（2019）によって作成された
音楽科における小中学生版「深い学び」尺度を大学生向
けに適用し、没入感尺度を加えて調査・分析することで、
合唱における「深い学び」と没入感の実態を明らかにし
ていく。

＊ 山口大学教育学部，〒753-8513 山口市吉田1677－１，masako.t@yamaguchi-u.ac.jp　＊＊ 山口大学教育学部
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１．音楽における没入感研究
１－１．音楽に対する没入傾向尺度

瀬尾ら（2016）は、没入感研究の困難さについて、次
のように指摘している。（p.３）

Sandstromらの開発した没入傾向尺度の一部を、以下
に示す。
【表１　Sandstrom（2013）音楽に対する没入傾向尺度】

Sandstrom,GM. & Russo,FA.（2013）Absorption in 
music：Development of a scale to identify individuals 
with strong emotional Responses to music. p.228より抜粋

これらの項目について「合唱活動であること」「共
通教育の学生が対象であること（音楽の専門家ではな
い）」をもとに検討し、以下の４項目を本研究の調査項
目（没入感因子）の参考として抽出した。翻訳は、筆者
による。

１－２．没入感とフロー理論
イタリアに生まれ、アメリカで研究する心理学者チ

クセントミハイMihaly Csikszentmihaly（1996）は、フ
ローについて「全人的に行為に没頭している時に人が感
ずる包括的感覚（p.68）」と定義づけ、この構造として
「人々が行為の機会を自分の能力にちょうど適合したも

のとして知覚したとき、フローは経験される（p.86）」
ことを明らかにしている。もともと、フローは自己目的
的な活動を行う人々を対象とし、「楽しさ」に関する調
査から導き出された類似した精神状態である。このモデ
ルの縦軸は行為への機会（挑戦）を、横軸は行為の能力
（技能）を表しており、挑戦と技能がつり合っていると
感じたとき、人はフローの状態にあるとされる。そして、
挑戦が技能の比率より高ければ心配が、低ければ退屈が
生じる。さらに挑戦が対処不能と思われるほど大きいも
のであったり、逆に高い能力を持ちながら挑戦すること
ができなかったりする場合は、不安へと移行するという
ことを表している。

【図１　フロー状態のモデル】
 Ｍ.チクセントミハイ（2000）『楽しみの社会学』
p.86より抜粋
チクセントミハイの調査結果から、以下の８つの「楽

しさ」の構成要素が明らかにされた。（pp.61-84）

個人の没入傾向を数値化することには困難がある。
Sheridanは1992年時点で、この困難さを指摘している。

そのため、没入傾向という個人の性格に関する科
学的な実験は、これまであまり頻繁には行われて来な
かった。…（中略）…Sandstromらが2013年に、音楽
に対する没入傾向尺度を開発した（the Absorption in 
Music Scale（AIMS））。

・音楽と一体になったように感じる時がある。
・完全に音楽に没頭すること、私の意識全体を鮮やか
に変化させるように感じることが時々ある。
・人々が心を変える音楽体験について語るとき、それ
が何を意味しているか理解できる。
・時々、音楽を聴くことで、他の人々とより繋がって
いるように感じる。

①　 達成できる見通しのある課題と取り組んでいる時
に生じる。

②　 自分のしていることに集中できていなければなら
ない。（行為と意識の融合）

③　 明確な目標がある。
④　 明確なフィードバックがある。
⑤　 深いけれど無理のない没入状態で行為している。

(今していることへの注意集中）最適経験（フ
ロー）の行為中は、生活の中での不快なことのす
べてを忘れることができる。フロー体験での注意
集中は、楽しい状態を招く意識の秩序をもたらす。

⑥　 楽しい経験は、自分の行為を統制しているという
感覚を伴う。

⑦　 自己についての意識の消失とフロー体験後の自己
感覚の強化

⑧　 時間の経過の感覚が変わる。（時間の変換）
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２．合唱表現Ⅰ・Ⅱの概要
２－１．合唱表現Ⅰ・Ⅱの受講生と教材

「合唱表現Ⅰ」「合唱表現Ⅱ」は、クォーター１及び
２の共通教育である。受講生の内訳は、合唱表現Ⅰ：教
育学部86名（男性50名、女性36名）、合唱表現Ⅱ：人
文学部21名（男性２名、女性19名）、理学部14名（男
性11名、女性３名）、工学部38名（男性35名、女性３
名）、計159名（男性98名、女性61名）である。同コマ
に、音楽教育選修・副免許の学生16名（男性５名、女性
11名）が「合唱指導法」を受講し、合唱指導の理論を学
んだ上で、実際の合唱指導を体験することを目的として、
グループリーダーとして「合唱表現Ⅰ」「合唱表現Ⅱ」
に参加している。また、２名のスチューデント・アシス
タントがピアノ伴奏を担当している。

講義は各８回（詳細は後述）、合唱表現Ⅰは「方舟」
（大岡信詩/木下牧子作曲）、合唱表現Ⅱは「ごびらっふ
の独白」（草野心平詩/高嶋みどり作曲）が教材である。

２－２．合唱表現Ⅰ・Ⅱの授業形態
（１）第１回（Zoom）

全国各地から新入生が入学し、授業を受講するという
状況を鑑み、2022年度も全学の方針として第１回の共通
教育はオンライン実施とされた。内容は下記の通り。

（２）第２回〜第16回の教室等（於：大学会館）
対面授業実施にあたり、「グループワークによるディ

スカッション及び会話等の授業については、講義室等の
収容定員のおおむね50％以下とし、出席する学生間の
距離はおおむね１ｍ程度確保して対面とならない形とす
る」という条件を満たすことになっている。2019年度ま
で使用していた音楽棟演奏講義室（定員80名）では受講
生全員参加の対面実施が不可能なため、2022年度も大
学会館を使用した。（１回のみ、共通１番教室）

2021年度は、全員によるアンサンブルはホール（定員
300名弱）、パート練習はホールの他、ロビー、音楽鑑
賞室、会議室で実施した。今年度は、大学会館の他の施
設への迷惑・換気等を考慮してロビーを使用せず、セミ
ナー室を使用することとした。なお、ホールにおけるア
ンサンブルはトレースを必要とすることから、すべての
対面授業においてパートごとの座席指定とした。

２－３．合唱表現Ⅰ・Ⅱの概要
合唱表現Ⅰ・Ⅱは、以下の点に留意して実施された。

（１）授業の流れ
毎回の授業は、ホールに集合後、授業開始前の体調

チェック、発声練習（姿勢、呼吸法、ハミング、母音唱
等）、パート練習、アンサンブルの流れで実施された。
（２）体調不良者の取り扱いについて

不織布マスク着用・消毒・距離・体調チェック等を対
面による授業参加条件としているため、微熱や体調不良
者についてはZoomによるオンライン授業参加、または
代替の課題による対応を実施した。
（３）マスク着用による不自由感・体調不良への対応

筆者は、マスク着用による不自由感や体調不良は呼吸
法によってある程度解決可能と考え、2021年度に引き続
き呼吸法を重視した指導を行った。

具体的には、横隔膜呼吸（腹式呼吸）に基づく鼻呼吸
（鼻腔を通る呼吸：図３の矢印参照）を重視し、共鳴を
意識した発声練習を毎回実施した。

【図３　鼻呼吸と共鳴】
清水敬一（2013）『必ず役立つ　合唱の本』p.20の図を
もとに筆者が作成

・　学生への周知事項
・　教員・SA・合唱指導法の学生紹介
・　合唱表現Ⅰにおけるガイドライン
・　授業計画
・　発声練習とパート分け
・　曲紹介
・　次回の授業に関する諸連絡

【図２　大学会館ホール座席図】
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３．調査方法と調査項目
３－１．調査方法
調査時期：本研究の調査は、2022年６月８日（Ｑ１）及
び８月３日（Ｑ２）に実施された。
調査手続き：本研究の調査は、授業時に集団で実施され
た。調査用紙が回答者に配布され、回答者は調査用紙の
項目に回答した。回答に要した時間は５分程度であった。
調査参加者：本研究の調査参加者は、共通教育科目「合

唱表現Ⅰ・Ⅱ」の受講生のうち、回答に協力が得られた
139名（男性83名、女性56名）であった。

３－２．調査項目
本研究の調査項目は、高橋・沖林（2019）によって開

発された小中学生版「深い学び」尺度を大学生向けに適
用し、没入感尺度を加えたものであった。調査項目を表
２に示す。

【表２　調査項目】
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４．調査結果
４－１．調査対象者

本研究の回答者の属性のクロス集計結果を、表３に示す。
　　　　　　　　　【表３　回答者の学部と性別のクロス集計表】

４－２．項目内容と要約統計量、因子名
本研究の項目内容と要約統計量、因子名を表４に示す。

【表４　項目内容と要約統計量、因子名】
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４－３．因子構造のパス図
確認的因子分析に用いた因子構造のパス図を、図４に示す。

　　　　　　　　【図４　因子構造のパス図】
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本研究では、先行研究（高橋・沖林，2019）に基づ
いて、没入感を加えた質問項目を作成した。そこで、高
橋・沖林（2019）の因子構造（「音楽の楽しさ」「音
楽科独自のLB」「有用感」「将来の学びとのLB」）
に加えて没入感因子を含めて確認的因子分析を行った。
モデル適合度指標はχ2＝641.33, p  < .001, CFI＝0.86, 
RMSEA＝0.08, AIC＝7619.38であった。

４－４．各因子における性別による要約統計量
各因子における性別による要約統計量を、表５に示す。
　　【表５　各因子における性別による要約統計量】

４－５．因子間の相関係数
因子間の相関係数を、表６に示す。
【表６　因子間の相関係数】
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４－６．クラスタ分析
音楽の学び尺度の下位因子の平均値を従属変数とする

クラスタ分析を行った。デンドログラムの特徴を確認し
たうえで本研究では４クラスタが妥当であると判断した。
因子を参加者内要因、クラスタを参加者間要因とする
5×4の２要因分散分析を行った。因子の主効果（F（4, 
528）＝17.40, p < .001, η²p＝0.12）、クラスタの主効
果（F（3, 132）＝213.62, p  < .001, η²p＝0.83）、２
要因の交互作用（F（12, 528）＝4.49, p < .001, η²p＝
0.09）が有意であった。

各因子におけるクラスタの平均値と標準誤差を、図５

に示す。
音楽科独自LB因子はクラスタ３＞２≒１＞４の順で

高かった（t（132）＝-6.34, p<.001; -2.24, ns; 8.00, p< 
.001）。楽しさ因子は３＞２＞１＞４の順で高かった
（t（132）＝-5.15, p<.001; -3.25, p < .1; 5.51, p< .001）。
効力感因子は３＞２＞１＞４の順で高かった（t（132）
＝-5.13, p<.001; -7.81, p < .001; 8.38, p< .001）。将来
の学びとのLB因子は３＞２＞１＞４の順で高かった（t
（132）＝-4.42, p<.001; -7.05, p < .001; 5.27, p< .001）。
没入感因子は３＞１≒２＞４の順で高かった（t（132）
＝-7.01, p<.001; 0.55, ns; 7.66, p< .001）。 

クラスタと性別のクロス集計表を、表７に示す。χ二
乗検定の結果、表７は有意であった（χ2（3）＝14.156, 
p < .01）。

【図５　各因子におけるクラスタの平均値と標準誤差】

【表７　クラスタごとの性別のクロス集計表】
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クラスタと学部のクロス集計表を、表８に示す。χ
二乗検定の結果、表８は有意ではなかった（χ2（9）
=12.18, ns）。

音楽の学び尺度の下位因子から没入感への影響を検討
した。パス解析の結果を、図６に示す。モデル適合度は、
CFI＝1.00, RMSEA＝1.00, AIC＝201.76であった。没入
感に対する推定値は、音楽科独自LBがβ＝0.43、楽し
さがβ＝0.31、効力感がβ＝0.05、将来の学びLBがβ＝
0.15であった。

５．結論
本研究では、高橋・沖林（2019）に基づいて作成し

た音楽の学び尺度に没入感尺度を加えて、大学生の合唱
の授業に対する学習態度に関する調査を行った。その際、
高橋・沖林（2020，2021）や沖林・高橋（2022）によ
る、授業に対する没入感が授業時間を短く知覚するとい
う知見を踏まえて、音楽の学びに対する意識が授業に対
する没入感に及ぼす影響について検討した。以下、本研
究で得られた結果をまとめる。

まず、因子間の相関係数はｒ＝0.6〜0.78と高い値を
示した。この結果は、因子間の関係が強いことを示すも
のである。一般的な調査研究においては、ｒ＝0.2程度
から0.4程度を得ることが多いことを踏まえると、本調
査の結果は相関係数が強いことが示唆される。

性別による得点については、音楽科独自LB、楽しさ、
有用感において女性の方が男性よりも高く評定していた。
合唱を授業で学ぶことに対して、男性よりも女性の方が
良いイメージを持っていることが示唆される一方、男性
の中央値も４程度であることを踏まえると男性が共通教
育の合唱の授業に対してネガティブなイメージを持って
いるわけではないことがわかる。

音楽の学び尺度の得点に基づいてクラスタ分析を行っ
た。デンドログラムの特徴に基づいて、本研究では４ク
ラスタを採用した。クラスタの特徴を概観すると、クラ
スタ３は全体的に高く、クラスタ４は全体的に低い、ク

【図６　音楽の学び尺度の下位因子から没入感への影響】

【表８　クラスタごとの学部のクロス集計表】

４－７．パス解析
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ラスタ１と２は中程度であった。この中で音楽科独自
LBと没入感はクラスタ１と２の間に差は見られなかっ
た。音楽科独自LBと没入感には関連が見られることが
示唆されたため、没入感に対する音楽の学びの影響を検
討した。その結果、没入感に対して、音楽科独自LBと
楽しさがポジティブに影響することが示された。

音楽科独自LBとは、「合唱の演奏をとおして、自分
の思いや意図を表現することができた」「発声の原理と
その働きについて理解できた」「授業に主体的に取り組
むことができた」「曲想と音楽の構造や背景との関わり
について理解できた」というような項目で構成されてお
り、一般的な授業に対するポジティブイメージというよ
りは音楽科独自の学習内容を反映している。音楽科は、
表現及び鑑賞の活動を通して、音楽的な見方・考え方を
働かせ、生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資
質・能力を育成することを目標とし、専門的なスキルト
レーニングや感性を育むことが授業内の大部分を占める
教科である。演奏に対する不安がパフォーマンスにネガ
ティブな影響を及ぼすことを踏まえると、自己評価が音
楽の学習に対する不安を低減することで没入感を高める
ことが示唆される。専門性の高い授業に対する没入感を
高めるには、授業での学習内容や活動に対する十分な自
己評価が求められるかもしれない。

合唱の授業に対する没入感を高めるためには、学習
者の授業に対するポジティブな認知を高めるだけでなく、
合唱の授業を感情的に楽しいと思えることが求められる
ことが示された。合唱の授業に対する没入感を高めるに
は、授業が分かったと考えられるようになること、楽し
いと思えるようになることという２つの経路（パス）が
あることが示された。本研究では、合唱の授業を対象と
したが、大学の授業は専門性の高い科目によって占めら
れているため、本研究で得られた知見は他の授業科目に
も応用できる可能性がある。

おわりに
本研究では、高橋・沖林（2019）によって作成され

た尺度に没入感に関する項目を加えて確認的因子分析を
行った結果、モデル適合度指標はχ2＝641.33, p < .001, 
CFI＝0.86, RMSEA＝0.08, AIC＝7619.38と十分に高い
値は得られなかったが、ある程度信頼できる指標であっ
た。このような結果であった理由として、項目間の相関
係数が全体的に高かったことが挙げられる。

今年度の合唱の授業では、受講生のモチベーションを
高めるよう工夫し、最終回の授業で仕上げの合唱を終え
た直後に本研究の調査を実施したことで調査結果に影響
を与えたことが考えられる。小中学生版「深い学び」尺
度の調査結果から導いた因子構造が、大学生版では項目

間の相関係数が高くなったことから、今後は合唱におけ
る大学生版の学び尺度項目の改善を検討していきたい。
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